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中
東
北
の
拠
点
一
関
の

情
報
発
信
拠
点
を
整
備

　

市
は
11
年
10
月
、「
一
関
地

域
中
心
市
街
地
ゾ
ー
ニ
ン
グ
構

想
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
同
構

想
は
、
中
心
市
街
地
形
成
の
基

本
方
針
と
な
る
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
。
公
共
施
設
の
再
配
置
を

含
め
、
市
街
地
を
機
能
別
に
と

ら
え
て
活
性
化
を
進
め
て
い
く

も
の
で
す
。

　

そ
の
う
ち
Ｊ
Ｒ
一
ノ
関
駅
を

核
に
そ
の
周
辺
を「
情
報
発
信

ゾ
ー
ン
」
に
設
定
。
市
内
大
町

の
旧
ダ
イ
エ
ー
一
関
店
の
建
物

に
一
関
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
放

送
局
の
事
務
所
と
ス
タ
ジ
オ
を

整
備
し
ま
し
た
。
４
階
に
は
２

つ
の
ス
タ
ジ
オ
、
事
務
ス
ペ
ー

ス
、
会
議
室
な
ど
を
、
１
階
に

は
大
き
く
窓
を
取
っ
た
サ
テ
ラ

イ
ト
ス
タ
ジ
オ
を
配
置
し
ま
し

た
。
ど
ち
ら
も
ガ
ラ
ス
越
し
に

中
継
や
収
録
の
様
子
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
な
ど
、
市
民
に
開

か
れ
た
Ｆ
Ｍ
を
印
象
付
け
て
い

ま
す
。

　

送
信
施
設
は
、川
崎
町
の
石

蔵
山（
標
高
３
５
８
㍍
）に
送
信

所
親
局
を
、花
泉
町
日
形
と
室

根
山
の
２
カ
所
に
送
信
所
中
継

局
を
設
け
ま
し
た
。

　

受
信
機
は
、
市
内
全
世
帯
に

一
関
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
だ
け

を
受
信
で
き
る
専
用
ラ
ジ
オ
を

無
償
で
配
布
。
万
一
の
際
は
、

自
動
的
に
災
害
放
送
に
切
り
替

わ
り
、
市
災
害
対
策
本
部
が
発

信
す
る
防
災
情
報
を
受
信
で
き

る
機
能
が
備
わ
っ
て
い
ま
す
。

広
大
な
市
内
全
域
へ

電
波
を
届
け
る
た
め
に

　

開
局
時
に
受
信
で
き
る
エ
リ

ア
は
、
市
全
域
の
約
70
パ
ー
セ

ン
ト
で
す
。
本
来
で
あ
れ
ば
、

開
局
時
に
市
内
全
域
で
受
信
で

き
る
環
境
に
し
た
い
と
こ
ろ
で

す
が
、
そ
れ
が
で
き
な
い
事
情

　

日
常
は
、
身
近
な
情
報
を
提
供
し
、

緊
急
時
や
災
害
時
は
、
防
災
情
報
を
発

信
す
る
一
関
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
。

　

市
が
全
世
帯
に
配
布
し
た
ラ
ジ
オ
は

４
３
０
㌘
の
コ
ン
パ
ク
ト
ボ
デ
ィ
。
持

ち
運
び
可
能
で
簡
単
に
操
作
で
き
る
の

で
日
常
も
、
災
害
時
に
も
威
力
を
発
揮

す
る
強
い
味
方
で
す
。

作
災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
も
兼
ね
る

情
報
拠
点
の
整
備

同期システムで混信を防ぎ、
2012年度中に市全域を受信エリアに

　「混信」は、電波を使った放送や無線通信で、同一周
波数あるいは隣接周波数の他局の電波が混じり合い、
正常な受信ができなくなることです。コミュニティ放
送局への周波数の割り当ては１波しかありません。複
数の場所から電波を出すと「混信」を招きます。
　混信を発生させずに受信エリアを確保するために
市は、ＦＭ同一周波数放送（同期システム）を導入しま
した。このシステムは、局同士の周波数のズレをなく
して親局の電波の周波数に同期させ、混信を防ぐシス
テムです。
　開局当初は、３送信施設での稼働になります。これ
は、同システムを適正に稼働させるために、発射され
た電波の伝達状況をきめ細かく調査、調整する必要が
あるからです。その調査結果に基づき、2012 年度中に
中継局を増設して、市内全域で受信できる環境を整え
ます。

FM Topics

が
あ
り
ま
す
。

　

市
は
難
聴
エ
リ
ア
を
解
消

す
る
た
め
に
、
順
次
、
中
継
局

を
設
置
し
て
い
き
ま
す
が
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
放
送
に
許
可

さ
れ
る
周
波
数
は
一
局
に
一

つ
。
同
一
の
周
波
数
を
複
数
の

中
継
局
か
ら
出
力
す
る
と
、
同

じ
周
波
数
の
電
波
同
士
が
ぶ
つ

か
り
合
っ
て「
混
信
」
と
呼
ば

れ
る
状
態
が
起
き
、
難
聴
エ
リ

ア
で
な
い
地
域
ま
で
正
常
な
受

信
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う

の
で
す
。

　

そ
こ
で
開
局
時
は
石
蔵
山
、

花
泉
、
室
根
山
の
３
送
信
所
で

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
そ
の
後
、

電
波
状
況
を
調
査
し
な
が
ら
細

か
い
調
整
を
重
ね
、
12
年
度
中

に
送
信
所
の
追
加
整
備
を
行

い
、
市
内
全
域
で
受
信
で
き
る

環
境
を
整
え
ま
す
。

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

を
実
現
す
る
ツ
ー
ル

　

３
月
に
開
か
れ
た
第
37
回
市

議
会
定
例
会
で
、
勝
部
修
市
長

は「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」

を
24
年
度
の
重
点
施
策
と
し
て

示
し
ま
し
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

Ｆ
Ｍ
を
使
っ
た
防
災
情
報
の

提
供
は
、
防
災
行
政
情
報
シ
ス

テ
ム
の
整
備
と
並
ぶ
施
策
の
中

核
。
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
を
実
現
す
る
た
め
の
重
要
な

役
割
を
担
い
ま
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
は
、
テ

レ
ビ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携

帯
電
話
と
異
な
り
、
停
電
時
で

も
機
能
す
る
メ
デ
ィ
ア
で
す
。

東
日
本
大
震
災
で
は
、
多
く
の

情
報
イ
ン
フ
ラ
が
遮
断
さ
れ
た

中
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
と
共
に
機
能

し
た
の
が
ラ
ジ
オ
で
し
た
。
災

害
発
生
直
後
か
ら
24
時
間
体
制

で
災
害
情
報
と
共
に
道
路
情

報
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

や
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
な
ど
の

営
業
状
況
な
ど「
す
ぐ
に
必
要

な
情
報
」「
被
災
地
の
役
に
立

つ
情
報
」
を
発
信
。
地
域
に
な

く
て
は
な
ら
な
い
情
報
源
と
し

て
国
レ
ベ
ル
で
認
知
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

08
年
の
岩
手
・
宮
城
内
陸
地

震
、
11
年
の
東
日
本
大
震
災
と

２
つ
の
大
地
震
で
大
き
な
被

害
を
受
け
た
当
市
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
の
早
期
開
設
が
必

要
と
判
断
。
当
初
の
計
画
を
前

倒
し
し
て
開
局
に
向
け
た
準
備

を
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
て
き
ま
し

た
。

　

猪
股
晃
市
政
情
報
課
長
は

「
市
民
の
皆
さ
ん
が
市
内
の
ど

こ
か
ら
で
も
ラ
ジ
オ
が
聴
け
る

よ
う
、
本
年
度
中
に
受
信
環
境

を
整
え
て
い
き
た
い
」
と
話
し

て
い
ま
す
。

防災情報をはじめとする行政情報はもとより、

地元に密着した身近な話題をたくさん発信し

て、市民の元気ややる気を呼び起こしてくれる

ことを期待します。リスナーの皆さんに、親しま

れ、愛されるラジオ局になってほしいです。

リスナーに親しまれ、愛されるＦＭに

市の情報化推進を担当する

猪股晃市政情報課長

1）開局にむけて、リハーサルを重

ねるパーソナリティーの菅原万理

恵さん

2）市内大町の旧ダイエー一関店。

建物４階には一関コミュニティＦ

Ｍの事務所とスタジオが。建物の

入り口脇にはサテライトスタジオ

が配置された

3）送信所は市内３カ所に整備さ

れた。写真は川崎町の石蔵山（標

高358㍍）山頂に設置された送信

所親局

4）一関コミュニティＦＭ放送局の

事務室内。開局準備に追われる同

局スタッフ

5）朝の情報番組を受け持つ河合

純子さん。月曜日から金曜日まで

爽やかなひとときをお届けします

6）放送機器の説明を受けるス

タッフ
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